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即興ダンスワークショップ「イメージと動き」 
                          
岩下徹（舞踊家） 
司会：鈴木信一 
 
 
岩下：よろしくお願いします。 
一同：よろしくお願いします。 
鈴木：まず、今日の感想を一人一人に聞かせてもらい
たいと思います。右の女性からお願いします。 
岩下：毎回来られていますね。 
学生 1：3回目です。毎回始まる前は緊張します。 
岩下：私も緊張します。 
学生 1：始まってしまえば、動けるようになってきます。何となくこういう動きができたというこ
とが、つかめてきています。 
岩下：3回やるとだいぶ違ってきましたか。 
学生 1：そうです。だいぶ違ってきました。多分、入りやすさ、入っていく早さのようなことが、
やって来ると。 
岩下：なるほど。だんだん短くなりますね。 
 
学生 2：最初は、とても閉ざされていて難しく固いものだと感じましたが、でもやっていくうち
に、なぜだか原因は分かりませんが、自然と身体も流動的に空気の流れで動くような感じに
なり、神秘的な体験でした。 
岩下：最初は緊張して硬くなってしまいますよね。でも時間がたっていくとだんだん身体が解れ
ていきます。同時に、大切なのはこの場があるということです。他の方々もおられて、一緒
にやっていることで場が共有できていくのです。それが大きいと思います。 
 
学生 3：今回は初めてでしたが、普段、日常の中で常についてくる身体であるのに、自分の身体に
ついて本当はよく分かっていないということを一番に感じました。 
岩下：そうですね。身体は一番近いけれど、一番遠いのかもしれないと思います。 
学生 3：地面になじむ感覚、空気になる感覚、ジェルになる感覚、そのようなものを少しずつつか
んでいくと、これだけ豊かな表現というものを自分自身が持ち得ていたということが、その
辺りが、自分で考えてイメージが先行して作っていく動きよりもとても美しく、一番の、あ
る意味で合理的で豊かなものなのではないかということを考えるようになりました。 
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岩下：それぞれに興味深いご感想、ありがとうございます。 
 
学生 4：今回が初めてだったので、する前に、岩下さんのダンスも初めて観ました。それ自体もと
ても新鮮で、目が何度か合う感じもあり、こういう感じだということがありました。あとは、
自分でワークショップやってみて、どこかで途切れてしまう感じがあり、それでもう一回、
仕切りなおさないということを難しいというのをとても感じました。 
岩下：難しいです。私も踊っているときにぶつぶつと寸断されますが、そこからまたやり直して
いくことが幾度もあります。常にゼロに戻って、そこからまた始めていくというようなこと
を繰り返しているように思います。今日も短い時間だったのですが、途切れてしまう、寸断
されてしまうことが何回かありました。 
 
学生 5：私は今日が 2 回目です。前回は自由に想像して身体を動かすという感じだったと思いま
す。今日は幾つかのイメージを与えられ、思い付くのが陳腐なイメージばかりで、身体を動
かすのとそのイメージがなかなか合致しないというギャップをとても感じました。身体で表
現するのは難しいというか、動かないというのを感じました。 
岩下：それは非常に難しい問題です。イメージと動きということで今回のテーマを設定していた
だきましたが、私は、ワークショップでは、どちらかと言うとイメージがあることによって
動きが引き出されてくるというように思っていました。でも、おっしゃったことを伺うと、
全くその逆方向に行かれた訳ですよね。難しいですね。自由ほど難しいことはないとよく聞
きますし、私もそう思います。もし本当の自由というようなものがあるとすれば、それは決
して得られないものなのかもしれません。それでも、私はそれが欲しいと思っていますので、
ワークのたびにいろいろなことを設えて仕掛けていっています。その一つとしてイメージと
いうものがあると思っていました。でも、逆にそれが手かせ足かせになってしまう場合もあ
るのですね。ありがとうございます。 
 
学生 6：鼻から吸って口をすぼめて息を出すというのが、システマ式呼吸法というロシアのよう
な格闘技に似ていると思いました。 
岩下：そのようなものがあるのですね。 
学生 6：知識等で意識を使って型や技でやるのではなく、情動からそのまま情動へ、身体へつなげ
ているのだなと思いました。 
岩下：感覚を大事にしていますので、それが第一にあります。 
学生 6：感覚から、普通は自分の知っている型や動きを意識していき、そのまま身体表現に移行す
る。でも移行のプロセスがない、情動のダンスだと思いました。 
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岩下：起こってくるということです。内発的なものということです。 
 
学生 7：まずは、単純に面白かったです。ありがとうございました。「ああ、こんな感じかなあ」
というのは何となくつかめた感じがしました。次にこう動きたい身体のようなものがあると
いうことを自分の中でつかめたという感じはありました。イメージや次にこうしようかなと
いう思考は、手掛かりとしては提供されるのですが、身体がその手掛かりをつかんだら、そ
の後は勝手に動いてしまう感じなのかと思いました。 
岩下：最後、舞台から落ちそうになっておられましたね。 
学生 7：それをしてみようかなと思いました。やりたかったんですよね。そのような感じで手掛か
りを使ってみて、勝手に動かしていったらこんな感じかなという。 
岩下：最後的に、そこまで行かれた訳ですね。 
 
学生 8：今回が 2 回目で、去年に引き続き参加しました。やってみて思ったのは、一つ一つの動
きが徐々に繊細になっていき、自分の動きを自分で気遣っていくようになっていくという感
じがありました。その自分自身の変化というものが面白いなと思いました。 
岩下：動きを気遣うのですね。とてもいいことだと思います。誰にとっても自分の身体はこれし
かありません。他の身体と取り換えることができません。死ぬまでこれとずっと一緒にいな
ければいけないので、とにかくこれを大事にしなければ、何を大事にするんだ！って思いま
す。慈しむという言葉がありますが、私はとても好きです。身体を慈しんでいければいいな
と思います。それと同じように、動きも一つ一つ慈しんでいけば、きっと、もっといろいろ
なものに気付いていけるのではないかと思います。 
鈴木：今日、配られたこの冊子『少しずつ自由になるために』の中に、先生ご自身のご体験とし
て、身体を慈しむ原体験が書かれています。 
岩下：大学で哲学を専攻したことも書いてあります。 
鈴木：ニーチェなんですよね。 
岩下：はい。それに挫折してから自己肯定に至る経緯も書いてあります。 
鈴木：ぜひお読みください。 
 
学生 9：身体をのびのびと動かすことがそもそも日常であまりないので、それが一番面白かった
です。イメージどおりに、イメージを頭に浮かべて、それに入っていくような感じで身体を
動かすのが、普段あまり身体を動かさないのでとても面白かったです。ヨガをやった後に似
ている気がしました。 
岩下：それに通じるかもしれませんね。ヨガなんかも、何となくぼんやりとはできないもので、
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.11 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
126 
身体のどの部分を使っているかということを必ず感じながらやらないといけませんよね。 
鈴木：内部感覚を研ぎ澄ませて、いつの間にか調整しているのですね。 
 
学生 10：今回は初めて参加して、最初に映像を見たときに無音だったので、どう教えてもらえる
のかなととても緊張していました。いざ無音でやってみると、逆に音にとらわれないで動く
ことができました。ジェルや空気になりきれなかったり、たくさん途切れたのですが、それ
でも、イメージしつつも余計なことを考えないで、思うように動くことができて気持ち良か
ったなと思いました。 
岩下：ありがとうございます。なりきるということは難しいです。難しいということがあるから、
また次にやる意味がある訳ですね。これはイメージを表現するということとは少し違ってい
ます。先ほどお話したように、イメージは動きを引き出すためのものであって、そのイメー
ジを表すということとは少し違ってきます。何かを表すのではなくて、その何かの中に入っ
てしまうということです。イメージのなかを身体が行ったり来たりしているのです。それと
同時に、イメージが身体のなかを出たり入ったりしています。 
鈴木：表現というのが入ると何か違ってきますか。 
岩下：少し違ってきます。あまりそういうものではないのではと思います。 
鈴木：それは、恣意性が入るということですか。 
岩下：恣意性というか、ある種、自己主張のような。 
鈴木：意図的なものですか。 
岩下：そうです。意図的で作為的な自己主張のようなものが入ってくると少し違ってしまうので
はないかと思います。そうならないためのイメージとも言えます。 
鈴木：それを入れないためにイメージを使うということですか。 
岩下：そうです。 
 
学生 11：今回、初めて岩下さんの実演をビデオも含めて観ました。どちらかと言うと強いパワー
を感じるような踊りのイメージがあったのですが、自分でワークショップに参加してみて、
丁寧な、ゆっくりとした部分にも洗練された力や力の流れがあり、木が芽吹く動き等は、ゆ
っくりではありますが、手足がじんじんするような力の巡りを強く感じました。 
岩下：そうです。あれは強いんです。 
学生 11：今もう一度観ると、今度は静かな動きのところにも視点が変わるのかと思い、とても面
白い感覚でした。 
岩下：ありがとうございます。あれは私も好きです。直立するところまで行ければもちろんいい
のですが、それは二義的なものです。そこに至るための過程をいかに丁寧に辿るか、大事に
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するかということに重きが置かれています。だから、途中で終わってしまっても別にそれは
構いません。その状態が保たれていればいいのですから。そこには、人が何かの目的のため
に何か意味のあることを行っているということよりも、ここにもいろいろな人々がいらっし
ゃいますが、むしろ人が今ここにいるということそのものが立ち上がってくる。そのことは、
常に意味から遠ざかってゆき、遂に語り得ないままなのかも知れませんが。 
 
鈴木：存在として立ち上がるというようなことですか。 
岩下：はい。実は、今日の最後にやっていただいたこと（世界の内に存在していることを想像し
て動く）は、イメージと動きということで、今日までいろいろ考えてきたことのひとつです。
この冊子に私の過去が書いてあります。先ほど触れましたが、私は哲学に挫折した人間です。
現在、皆さん哲学科にいらっしゃる訳なので、私としては少し悔しいのです。 
鈴木：哲学科への嫉妬がありますか。 
岩下：あります（笑）。だから、今日、最後にしていただいたものは、まさしくそういう関心から
やっていただいたのですが、それぞれにそれぞれの世界があるのだなと思いました。ありが
とうございます。私は 1975年に大学に入学しました。皆さんは、ほとんど生まれていらっ
しゃらないでしょう。多分その年だったと思いますが、マルティン・ハイデッガーが亡くな
りました。最後の実存哲学者ということでした。当時、『理想』だったかなあ、ハイデッガー
の顔写真と、亡くなりましたという記事が載っていました。哲学を志した時、最初はハイデ
ッガーを勉強しようと思っていました。しかし、どういう訳か関心がニーチェに移っていっ
て、そこで挫折したのです。 
鈴木：肉体論的なところがありますからね。 
岩下：挫折したのですが、今でもその償いのようなことをしています。その時の未完の卒業論文
を身体で書き続けているようなことです。それはきっと完成することはないと思います。こ
れからも細かく修正されてゆくでしょう。今日の最後にしていただいたことは、自分として
はかなりはっきりと感じられることです。と申しますのは、先ほども触れましたが、10代の
頃から、どのように自我の壁を越えるのか、世界の内で存在すればよいのかという問いがあ
りました。どのように世界と繋がってゆくか、自分を開いてゆくかという問題です。今でも
まだその答えが見つかっていないので、それをずっと探しています。ただ、あの 10代の頃、
そして、大学生の頃よりも少しは世界が広がってきた、自分自身が開かれてきたようには感
じています。 
鈴木：ご自身の存在が開かれてきた。 
岩下：ということは、世界をそれだけ感じられるようになってきたということでしょう。それは
今まで踊ってきたからなのだろうなと思います。 
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鈴木：これを読まれると分かりますが、小学校の頃から、世界との付き合い方、関わり方にぶつ
かっていらしたということですよね。 
岩下：もう生まれたときからですね。ここにも書いてありますけど、病院で生まれたときにへそ
の緒が首に巻き付いて仮死状態で、息をしていなかったそうです。「先生がそれを外してく
れて、お尻をパンパンとたたいたら泣いた。」というようなことを、母が生前言っていまし
た。 
鈴木：舞踏家には胎児の頃からの自分の歴史をたどられる方がいらっしゃいますね。 
岩下：私は、たまたまそのようにして生まれたということです。 
鈴木：結局は舞踏が上手になるというのはないと思っているんですけども。 
岩下：上手下手ではありません。そういう評価軸はいらないと思います。今日も、そのような上
手下手ということではない、身体のありようを探っていただいたと思います。 
鈴木：その辺が少しつながるのかなと思ったのですが、今日、「地面から力をもらう」ということ
を言っていました。それもイメージの活用だと思うのですが。 
岩下：作用と反作用ですか。 
鈴木：圧覚を使って感覚を得ることと、それとイメージを連動させるということかと思うのです
けども、まだ私には今一つよく分かりません。 
岩下：こう働きかけると、向こうから。 
鈴木：反作用が来ます。 
岩下：その感覚です。実は、私が踊るときに一番大事にしているのは床面からの感覚です。外で
踊るときは地面ですよね。私の踊りは、それをしっかり捉えられるか否かにかかっています。
死命を制すると言ってもいいのです。だから、それをちゃんと捉えることができれば、その
力が身体に入ってきます。 
鈴木：地面を捉まえる。 
岩下：足元です。よくすべるって言いますよね。今日は少しすべってしまった、とか。実際にそ
ういう感覚です。要するに足元が決まっていません。そうするとすべります。すべると、下
からの力を。 
鈴木：もらっていない。 
岩下：もらえなくなってしまう。このことがとても大きいのです。 
鈴木：エネルギーの元は存在ということになるのですかね。存在・・・ 
岩下：重力、大地、地球とか、そういうような言葉になってくると思います。 
鈴木：それは日本独特というか、あまりバレエとかでは聞くことはありませんよね。 
岩下：バレエはちょっと違うと思います。むしろそれから自由になりたいところがあるのでは。 
鈴木：日本舞踊は下にどんどん働きかけます。 
即興ダンスワークショップ「イメージと動き」 
 
 129 
岩下：ひょっとすると、日本の他の芸能とも通じるところがあるのかも。 
鈴木：舞踏は、歩く、踏むを大切にしますね。あるワークショップで、地面をしっかり踏みしめ
て歩きなさいと言われたことがあります。 
岩下：でも、しっかりというのは、力を込めて踏ん張っているということではなく、むしろその
逆だと思います。ワークで何度か申しましたけ
ど、できるだけ力を抜くのです。できるだけ力
を抜いて柔らかい足の裏の状態にしておいて、
それで床、大地、地球を感じると、そこから力
が入ってくる感覚があると思います。ぐっと踏
ん張るというのは、逆にあらがっている訳です。
あらがうとその力が途切れてしまいます。あら
がわない。床と親しむのです。 
鈴木：ありがとうございました。河本先生から質問をもらっています。 
岩下：そうですか。いつもあの方はいろいろと非常に難しい質問をなさいますね。 
 
鈴木：質問状をもらっていますので、部分的に読みます。「イメージはもともと自由自在に思い浮
かべることができる本性を持っています。イメージは実際にいつも同じような像を浮かべる
ことが多いです。このとき、イメージは、身体の動きのまとまりをつけるような働きをして
いることになります。新たな動作の創発、想像に踏み込んでいく際に、イメージはどのよう
な働きをしているでしょうか」。 
岩下：これは、先ほど申し上げていたこととつながってくると思います。そのイメージによって、
新たな動きが導かれるようにしたいのです。今日もそのつもりでやらせていただきましたが、
それが逆の方向に行くこともあるのですね。これは非常に難しいと思います。 
鈴木：逆の方向に行くというのは。 
岩下：動きが引き出されるのではなく、むしろ閉じ込められてしまう。出てこない。 
鈴木：イメージで動きを閉じ込めてしまう。 
岩下：閉じ込められてしまうのです。逆に、これは、イメージが動きの邪魔をしていることにな
ってしまいます。 
鈴木：それは、イメージと感覚の関係において、イメージが前面に出て感覚が背面になるのか、
感覚が前面に出てイメージが背景になるのか、ということでしょうか。 
岩下：それは非常に難しく、なかなか正確に言葉にできないのですが、ちゃんと整理しなければ
いけない問題だとは思っています。私は、初めにイメージありきではないのではと思ってい
ます。でも、その割には、今日イメージばかり申し上げましたが。そう！イメージをありあ
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りと感じている状態に、身体が入っていればいいのです。イメージを思い浮かべようとして
いるときは、身体とイメージがかなり離れています。遠いのです。距離があります。思い浮
かべようとしていることと、もう既にそのイメージに浸っているというのは全く違います。
イメージの中に入っていれば、もう何らかのものを身体が感じています。イメージの中に既
に身体がある状態です。ここに来ていただきたいのです。 
鈴木：それはイメージと感覚が強くカップリングしている、連動している状態ですか。 
岩下：そうです。連動している状態なので、そうなるともう、いろいろ仕掛けなくても身体がそ
の中で自発的に動き始めるのではないかと思っています。そのことにうまく出会えるか否か
ということです。でも、さっき５番目に感想を述べていただいた方は、今日うまく出会えな
かったのですね。すみません。 
鈴木：以前、岩下さんのワークショップで、私は「油になりたかった」と言ったら、「動き出すと
きにもう油になっていないと駄目です」と言われたのですが、そういうことでしょうか。 
岩下：そういうことでしょうね。 
鈴木：それと、舞踏独特のメタモルフォーゼという。「何かになる」ということは同じことですか。 
岩下：同じでしょうね。なれないときはもう絶対にどうやってもなれません。ところが、ある時
突然ふっとなってしまいます。これはとても不思議です。どういうことなのかは分かりませ
んが。 
鈴木：そればかりお稽古をして「何かになる」というものではないのですか。 
岩下：いや、必ずしもそういうものでもない。突然、何の前触れもなく、いきなりぱっとなって
しまう。 
鈴木：やってくる。 
岩下：やってくる。これは少し神秘的な言い方になってしまいますが、降りてくるような。 
鈴木：出会われるということでしょうか。 
岩下：出合います。計画性がないと言いますか、それは全く予想のつかないことです。無計画な
ときにこそ。だから、先ほど言った作為や意図のようなものを超えてしまうのです。やって
くる、降りてくる、出合うというような言葉になってくると思います。 
鈴木：例えば 2人で踊るとか 3人で踊るというときに、同じように、今日やった、植物になると
かというときに、イメージはどのように使われますか。 
岩下：そのときにこそ、他者がやってくるのです。そうなると、自分の意思ではどうしようもあ
りません。違う人な訳だから。自分の身体だって思うように動かないのに、それにプラスし
て、全く確定した要素が。 
鈴木：ありませんからね。 
岩下：さらに、もう一つ不確定要素があったりしたら、余計難しくなります。 
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鈴木：トリオとか。 
岩下：そう。もうコントロールできない、制御不能というところに立たされてしまいます。そこ
で問われているのは、その時の自分の在りようです。そうなると、自己完結することは絶対
に許されない、できません。これは暴力的と言えば暴力的ですが、有無を言わさず開かされ
てしまう。そうなると、いつもの自分とは違った動きができると思います。いつもの自分の
踊りはできないかもしれませんが、いつもとは違うことができる。 
鈴木：そのようなとき、イメージというのは使われていますか。 
岩下：イメージを相手と、あるいはトリオで共有する？ 
鈴木：いつの間にかイメージになっているというようなことになっている。 
岩下：そう・・・共有できればいいですね。ただ、共有したとしても、身体が三つあればそれぞ
れ動きの質感も何も違ってくるのです。でも、共有できれば、イメージは確かにそこに表わ
れていると思います。 
鈴木：起ちあがっている。 
岩下：はい。今日は、空気とかジェルの場合は、全体として同一な場が出来上がっていましたが、
世界のなかの私となると、みんなそれぞれの世界があります。そちらの差異のほうが際立っ
ていました。それぞれに、いろいろな世界があり、接し方、対し方があるのだなと思いまし
た。 
鈴木：ジェルになりつつ、個々がみんな際立っているという。 
岩下：そうです。同一性と差異性とが。 
 
鈴木：次の質問に行きます。「例えば、手の動き、手のしぐさについて、岩下さんはどのようなイ
メージを持っていますか」。 
岩下：その時々で違います。 
鈴木：今日は最初に踊ってもらい、みんなに観てもらったのですが、そのときにイメージという
のは使われていますか。 
岩下：いや、もうこの左手は動いていて、そしてホールの天井にスプリンクラーがあることに気
付いて・・・というようなことはあります。何かが最初にあって動き出し、次に手が伸びて
いったら、指先に何かを感じたような。 
鈴木：手掛かりみたいな。 
岩下：手を上げたときは身体の中から既に動きが起こっています。これは身体の中で生まれてき
たものですが、それから一体どうなるかなというときにあのスプリンクラーが目に留まって。
そうなるとと次はどうしたくなるかということが問題になってきます。すると、きゅっとひ
ねってみたり、ふっとつかんでみたり。 
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鈴木：そこは意図的に動いている訳ではないのですよね。 
岩下：意図的にというより、どうしたいかっていう・・・ 
鈴木：なんかつかんでしまおうと、ぱっと動いてしまう。 
岩下：「掴んじゃった！」ということです。つかんでしまったら、次はどうなるか、どうしたいか
ということです。いずれ離すしかないのですが、その離すタイミングがいつかということを
頭で考えるのではなく、そのことは身体がちゃんとやってくれます。だから、常に身体に聴
いていないと駄目ですね。 
鈴木：例えばあの点、あの壁とかそういうものに直接触らないで触っているということをされま
すよね。 
岩下：どんと激突するときもありますけれども、そうではなくて、触らないけど触っている。 
鈴木：そこがとても不思議なところでもあり、イメージをたくさん使われているのではないかと
思います。 
岩下：イメージというか、触覚なんですよ。触らないけれど触っている感触があります。先ほど
申しましたように、たとえばこの足裏の感覚は触覚ですよね。この感覚が身体全体に広がっ
ていく。背中でも何かを感じることができます。実際に触れていてもいなくても。身体の様
々な部位に触覚が移っていくのです。多分、何かに触れているという感覚が、動きの多くを
引き出しているのだと思います。いろいろなものに触れています。離れていても触れていま
す。今日、覚えているのは、女子学生の方がお二人、遅れて来られたのです。その前に、こ
てんとなってしまった。こてんとなって、あの方々が遅れて来られたから、これで終わりに
するのもどうかと思いました。そういうことを考えてしまったのです。そう思っているうち
に、またもう一回動きがやってきた。そして舞台前に、皆さんのほうに近寄って行って、あ
のお二人の目の前に手を差し伸べたような感覚になりました。「あ、どうも」って。「いらっ
しゃい」みたいな。そんな感じです。感覚的には、触れるか触れないかのぎりぎり。それは、
そうしようとしていたのではなく、そういうふうになっていった。 
鈴木：反射に近いのですか。 
岩下：そうです。そういうふうになってしまっていたという感じです。そうでないと踊りになら
ないのではないかと思います。 
鈴木：今日先生の踊られていた色々な手のしぐさを拝見していました。いろんなしぐさがあった
のですが、それはそのときに生まれたものというふうに考えていいのですか。 
岩下：そうです。何かをあらかじめ設定してそうしようとした訳ではありません。 
鈴木：振りがあった訳ではない。 
岩下：あった訳ではありません。ただ、あるクリシェのようなものはありますけど。 
鈴木：ストーリー的なものですか。 
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岩下：定型です。ある動きの定型のようなものが幾つか身体の中にあるので、それらが断続的に
再生していくようなことはあります。 
鈴木：あとはもう舞台に投げ込んでしまうということですか。 
岩下：否応なく投げ込まれてしまえばいいですね。 
 
鈴木：次の質問に行きます。「人間以外のもののイメージを活用されることはありますか」という
のは、今日のワークですと植物やアメーバのことですかね。「イメージは、フィクションや物
語性までイメージで拡張しながら進んでしまうことがあると思います。イメージの虚構性を
活用する方向でも、あえて活用しない方向でも進むことができると思います。この辺りのイ
メージと虚構性についてはどのように考えますか」。 
岩下：今の、触れないで触れるということとつながってくるのではありませんか。 
鈴木：そうですね。身体の動きが延長して。 
岩下：拡張していくような。 
鈴木：拡張して触れるというイメージが、もののイメージとはまた少し違うイメージとしてある
と思うのですが。 
岩下：延長して触れるというイメージはあります。 
鈴木：身体の運動のイメージですか。 
岩下：身体がどこまで空間を感じているかということになります。 
鈴木：そうですね。 
岩下：こうやってやるとそこにしか届きませんが、こうピューってやると、あそこの客席の柵ま
で届くでしょう。 
鈴木：そのときの岩下さんの運動している領域はそこまで行っていますか。 
岩下：どこまで感じているかです。 
鈴木：感じられている領域。 
岩下：これだったらここだけになります。ここだけの問題が、ヒューっとやると、もっと遠い所
に行きます。 
鈴木：そのときはボーンと広がる。 
岩下：広がることもあります。伸びたり縮んだりもしています。感覚もどこへ向かっていくのか。
向こうに行ったら、向こうからまた戻ってくる場合もあります。 
鈴木：踊りの空間というのは、日常の空間とは随分違うのですね。 
岩下：日常空間にはいろいろな制度、約束、決まりがあって、その中に私達はずっと押し込めら
れて飼いならされています。その中でしか身体が動いていません。だから、こういった場で
動くと解放感のようなものを感じることができます。 
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鈴木：いろいろな空間を自分でつくることができるということですね。 
岩下：ところが、一歩外に出ると、また日常的な空間になりますよね。いろいろな縛りのある空
間に戻ります。もしここでやったようなことを表でやると、通りがかりの人は「あ、あの人、
変！」とか思って、こっちを見て見ないふりして、すーっと通り過ぎて行ってしまうでしょ
う。 
鈴木：垂直という言葉が今日はよく出ましたけども、垂直、水平、無限といった超越性を持つ抽
象的な概念をイメージとして使われることがあるのでしょうか。 
岩下：先ほどの話につながってきます。どのぐらい感覚を広げて伸ばしていけるか。それによっ
て、身体のありようが変わってきます。ただ等身大の身体がそこに置かれているのではなく、
イメージを感覚することによって、身体が量的に膨張することは実際にはありませんが、明
らかに質的に何か異なるものへと変容していくのです。 
鈴木：分かりました。「速度感のイメージはどのような感じで持っていますか。ことに、速度を変
えていくときのイメージです。例えば、倒れていくときに、15分かけて倒れるというような
速度感では、身体の動き…」 
岩下：15分で倒れることは私にはできません(笑)。 
鈴木：それはそうですが、例えだと思います。今日のダンスで、ゆっくり 10分で立ち上がりまし
た。 
岩下：立ち上がるほうはできます。 
鈴木：そのときは、速度感とイメージは連動しているものですか。 
岩下：そうですね。速度感でイメージは変わってくると思いますが・・・ 
鈴木：そのときは何をイメージされていますか。例えば、ここに書かれているような、速度のイ
メージという。 
岩下：きっと何かあると思うのですが・・・私には具体的なイメージはあまり湧いてきません。
倒れる時は、重力にあらがいながら動きを保っていかなければいけないので、15分かけて倒
れるというのはとても難しいです。他に何かやり方があるのかもしれませんが。 
鈴木：あともう二つだけ聞いて、皆さんからの質問を受けたいと思います。「身体がしばしば思う
ように動かないときに、テクニックで動いてしまうということもあると思いますけれども…」 
岩下：テクニックというよりも、先ほど申し上げた、常套句のようなものです。迂闊にも、それ
が何の必然性もなく出てくることがあります。それができるだけ出てこないようにはしてい
るつもりなのですが、それでも、「おっと！」というようなことはあります。 
鈴木：自ずと出てしまうという感じですか。 
岩下：できるだけそうならないようにしていますが、つい大した理由もなく出てきてしまうとき
があります。身体は言うことを聞かない、思うようには動きません。 
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鈴木：イメージと感覚の前後関係を伺いたいのですが。 
岩下：イメージが先か感覚が先かということですね。やはりイメージが先にあるのではなく、感
覚が先になければならないと思います。あるイメージを想像しようとしている時は、そのイ
メージが感覚に先行して、その背後を感覚が追跡しているようなことになっているのかも知
れません。そうなると、もう感覚はひたすらイメージを捉えようとして、ただただその後を
追い掛けるばかり。とても不自由な状態に陥ってしまいます。一つのイメージを思い浮かべ
ることだけに囚われないで、もうそのなかにぐっと入り込んでしまうか、あるいはそれをが
んと蹴飛ばして、さもなくはそれすらふっと忘れて先へ行ってしまえば、もっと自由なとこ
ろに踏み込んで行けるのではと思います。そこでは、イメージも感覚も相互に影響し合い、
生成変化するでしょう。 
鈴木：イメージには、自分の動きを整える、制御するという機能もありますか。例えば先ほどの、
「でんでん太鼓みたいにしてください」というような。 
岩下：そうですね。そうなると、なんだ、こういうことか、というような。 
鈴木：その時何か妙に制御できたような感覚になるのですが、先ほどのイメージはそういう意図
をされたものですか。 
岩下：制御と言うか、こういう動きなのかと身体が分かるようになることです。 
 
学生 12：イメージと床というのが、押して反作用みたいな感じで、イメージで身体の動作を導き
出すという感じで、そのものと接触するというよりかは、その媒介と接触して、奥からどの
ように引き出せるかというものが接触としてあって、それはとても面白いなと思いました。
それから、踊っていらっしゃるときに目が合います。目が合うというのは、また少し特殊な
接触というか、媒介なしにばっと目が合って、飲まれるというか、目が合うということの接
触の特異性のようなものはどのように感じますか。 
岩下：その瞬間にいろいろな情報が行き交っています。見ているということは見られているとい
うことでもあるし、お互いにそのような関係になります。面白いです。見ることと見られる
ことが、激しいスピードで入れ替わっていくような感覚があります。自分の外側を見ている
と同時に内側を感じているようですが、内と外とが同時並行して絶え間なく動いている感じ
がします。だから、それはイメージで動いているのとは全く違います。紛う方なく、この周
りにある、現にあるものと同期しています。イメージとは異なる、「いま・ここ」を感じてい
ます。 
鈴木：その瞬間、見られているという感覚も同時に持つわけですよね。 
岩下：もちろん。両方です。そのことがとても、何とも言えない緊張感を生みます。そこからま
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た新たに動きが出てくることもあります。 
鈴木：それと、舞踊家の方はよく「鳥の目」や「第 3の目」を使うと言われます。 
岩下：自分が一体この場のどこにいるのかということは感じています。今どうなっているかとい
うことを感じています。 
鈴木：例えば位置覚で感じるようなものとして考えていいのでしょうか。 
岩下：それはあります。どこにいるのか。 
鈴木：それは動きについても俯瞰する目で見られている訳ですね。自分を第 3の目で見過ぎてい
ることもあるのですか。 
岩下：管理、監視といったら言い過ぎかも知れませんが、そういったきつい眼差しになってくる
と、もうほとんど動けなくなってきます。もう四六時中駄目出しをされているようなもので
すから。そうなると、だんだん動けなくなってきます。 
鈴木：そのときは、自分の何を感じてらっしゃるのですか。 
岩下：「おまえ、その動きで本当にいいのか？」というようなことです。ちゃんとリアルさが、リ
アルと言っても感覚の問題に過ぎませんが、ちゃんと必然性があってやっているのかという
ようなことを常に問い詰められています。そうなると、すいませんという感じになってきて、
だんだん動けなくなってきます。 
鈴木：それは、お稽古のときにそうなのではなくて、先ほどみんなの前で踊られているときも同
じでしたか。 
岩下：そうそう。稽古の時も「お前いいのそれ」って。で、今日、一番考えてしまったのが、こて
んとなった後です。 
鈴木：少し必然性から離れてしまった。 
岩下：私の中では、あそこで本当は終わっていなければならなかったのです。ところが、お二人
が来られたので、うっ、となってしまったのです。でも、その後でまた次の動きが起こった
ので、まあいいかと、一応 OKを出しました。 
鈴木：他者との関わりというのは、どんな時も必ず受け止めるのですか。 
岩下：受け止め切れないときもあります。要は、お二人があそこで入ってこられなければ、こて
んとなってそこで終わりになったのです。 
鈴木：逆に、観るほうからすると、こてんとなった後、「ああっ」てされているのを観るのが、楽
しいと言ってはいけませんが。 
岩下：こいつ、困っているなというような。 
鈴木：私達は楽しませてもらいました。あと、どなたか質問ありますでしょうか。 
 
学生 13：下からのエネルギーが影響を伝えたと思うのですが、重力があって、それに対する抗力
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として浮かび上がってくるものを使うという面と、寝転がっているときだと思うのですが、
大地からエネルギーをもらうことは違うことだと思うのです。できれば二つの、それぞれの
下からのエネルギーについて、もう少し聞きたいです。 
岩下：下からのエネルギーというのは、立つときのものですよね。それは足元から来るものです。 
学生 13：私は少し格闘技に興味があるので、よくこういうことを言われたりするのですが、うま
く使えている感じがないのです。これをうまく使える意識等を教えてくれるとうれしいです。 
岩下：私も、踊り始めた頃は本当に分からなかったのです。 
学生 13：どのくらいで分かるようになりましたか。何年ぐらい。 
岩下：結構時間がかかりました。というのは、先ほども申しましたように、足の裏が随分硬かっ
たのだと思います。下半身が硬いとなかなかその感じが得られないのです。立つときには、
倒れないようにどうしても頑張って踏ん張って立つでしょう。そうすると、下から来る力を
なかなか感じられないのです。逆に、立っているときに余計な力を抜くことができれば、足
の裏も足首もひざもだんだん柔らかくなってきて、下からの力を感じられるようになるので
はないでしょうか。そこまでには結構かかりました。 
学生 13：足や下半身の柔軟等をやっていけばいいという感じでしょうか。 
岩下：とにかく、下半身を柔らかくしたらいいと思います。ただ普通に立っているときもふと思
い出すのです。足をやわらかくして、その感覚で立とうというように。普段の生活でも心掛
けると変わってくると思います。 
鈴木：以前感じた柔らかい感触の記憶を想起する。 
岩下：その感覚をよみがえらせるのです。電車の中でも、ただ立っていると疲れるだけですけど、
少し足の裏を柔らかくして立ってみようかなと思うと、その時だけですが立っているのが少
し楽になります。 
鈴木：それはエクササイズですよね。 
岩下：そうです。電車の中で、おお、来た！（笑）という。 
鈴木：より敏感に感じられるようになった状態を自分で捉えなおすということですか。 
岩下：そうです。そうすると、下からの力が身体全体に広がっていることが分かります。私が踊
り始めた頃というのは本当に上半身だけで踊っていたようです。極端に言えば、手しか使っ
ていなかったのでは、と今は思っています。 
学生 13：寝ているときの大地の力というのは下半身の力とは別の力だと思うのです。あれはどの
ような感じですか。大地から力をもらうとは。 
岩下：それは立つときですね。寝ているときは、逆に任せていますから。もらうというよりも預
けます。 
学生 13：重力としての力。 
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岩下：重力を感じて、それに全面的に・・・ 
学生 13：抗力として発生する力と。 
岩下：抗力ではなく、重力に全て委ねてしまいます。 
学生 13：大地からのエネルギーと下からのエネルギーというのは同じ力ということですか。 
岩下：大地からの力と下からの力は、重力の支配を受けているという点では同じですが、 
寝そべるということは、その力にどこまで負けることができるかです。要は無条件降伏してしま
う訳です。そうすると最も楽になれるのではないかと思います。 
鈴木：それも運動ですか。 
岩下：これは運動でしょうか。状態でしょうか。 
鈴木：止まっているのも運動だと思いますが、ただずっと立ち続けるとかいうことと、ここに寝
続けるということでは、たしかにニュアンスが違うかもしれません。 
岩下：違いますね。立っているときは最小限の力ですけども。 
鈴木：抗力がありますね。 
岩下：抗しています。重力にあらがっている部分が確かにあります。そのあらがっている力を最
小限にします。そうすると、もっと楽に立てるのではないかなと。でも、人間は最初に立つ
ことが相当大変だったんだろうなと思います。二本足で立つということが。だから、今でも
立つということになると頑張ってしまう。ついつい力を込めて踏ん張ってしまうのでしょう
ね。今日は寝そべった状態から直立するまで、10分と少しでやっていただきました。あれは
ワークの度にいろんな所でしていただいていますが、下からの力を感じて立ってゆくやり方
が、それぞれみんな違うのです。そこにその人の独自性を感じますので、私はとても好きで
す。そして、あれを自分でやってみて、あることに気付いたのです。いろいろなやり方をし
てみたのですが、寝ているところから立つ間のどこかにギャップがあるのです。つながって
いないのです。 
鈴木：先ほどの話にもつながりますね。 
岩下：ぴょんとギャップを跳び越えないといけなくなる。 
鈴木：寝ている状態と立っている状態ではギャップがあって、そこを跳び越える。 
岩下：そうしないと立てないのです。ずっと連続的に切れ目なくつながっている訳ではなく、ぴ
ょんと。わずかにですけど。 
鈴木：隙間ということですか。 
岩下：そうです。隙間が空いてるんですよ。 
鈴木：その隙間の中でいろいろと自由にできるのでしょうか。 
岩下：繋がらない。断絶。 
鈴木：断絶ですか。器のようなものではなく。 
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岩下：断絶。断差です。そこをぴょんと跳べないといけないのです。だから、きっと人間は立っ
たときに、こうやって段階的に、赤ちゃんだとこうやって伝い歩きしたり、いろいろしてい
ますけど、ひょっとすると、「えいっ」といきなり立ってしまった、そのような立ち方をした
のではないかなと勝手に想像しています。 
鈴木：赤ちゃんが初めて立ったものはよく YouTube等に載っていますけども。 
岩下：立ってしまったみたいな。 
鈴木：あれは跳び越えていますか。 
岩下：跳び越えているんじゃないですかね。そんなように思えます。 
学生 13：跳び越えるというのはいいことですか。聞いていて、要するに負けることがいいと聞い
たときに、立った状態で寝ているのが、大地というか重力に負けた。 
岩下：立ったまま寝ている！それはすごい(笑）。立っている姿勢で寝ている状態が体現できている
ということですね。 
学生 13：身体は立っているけど、意識としては寝てるように非常にリラックスしているというこ
とかなと思ったのですが、そうではありませんか。 
岩下：それはできたらすごいと思います。 
鈴木：ずっとリラックスしている訳ですよね。 
岩下：少しは緊張もしています。完全にリラックスしたら、多分立っていられないと思います。 
鈴木：力の入力をずっとされている。 
岩下：最小限の緊張をしています。寝ている状態が、そのまま立っている訳ではありません。そ
れができたらすごいと思います。 
鈴木：最小限の緊張が無く立っているのは怖いですね。 
岩下：命がけで突っ立った死体、みたいに・・・？それは怖いですね。 
鈴木：そうですね。土方巽の言葉に、「舞踏とは命がけで突っ立った死体だ」という言葉がありま
すが、そこまで行けたらすごいのでしょうね。 
岩下：それが何を意味するのか、今の私にはこれ以上は語れません。beyond my powerです。 
 
学生 14：イメージと感覚の微妙なつながり等をより意識しながら、普段日常では感じられないも
の等を表現したり感じたりということがこの目的だったと思います。それが、副産物的にと
いうことですが、岩下さんが言っていた、「世界の中に私がいる」とか、イメージばかりで、
ある種制度的なものにしばられる日常の中にどう生きてくるのか。普段、生活をしていれば、
話したように、それこそ周りとなじめなかったりとか孤独だったりとか、制度的なものがど
んどん壊れて不規則に不確定に進んでいく中で、この感覚や、イメージでないもの、身体性
等を感じることが、どう日常性や制度的なものに生きていくか。イメージが感覚を引き出す
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と同時に、悪いことであれいいことであれ、感覚からイメージに対して与える影響といった
ものはどういったものが考えられるのでしょうか。 
岩下：とても大切なことです。このようなワークをやって、表に出て、今日も皆さんそれぞれお
うちに帰られると思うのですが、終わってうちに帰るとき、うちに帰った後でもいいのです
が、何かこういった世界に生きていることを肯定できるような、そんな感覚が生まれてくれ
ばいいなと思います。否定でなく、肯定につながってくれればいいなと思います。私の願い
はひょっとするとそれしかないのかなと思ったりもします。いろいろなことを申しましたが、
結局その一点に絞られてくるではないかと思います。 
鈴木：自己肯定と言うと言葉足らずですけど。 
岩下：いや、自己肯定がないことには・・・ 
 
学生 15：幼少期に、本で書いていたような、ギターをうまく弾けなかった、うまく運動ができな
かった、そのような。 
岩下：そのようなことばかりでした。 
学生 15：そのようなことを含めて、技術とか、うまくやっていく人たちもいる一方で、そういう
人たちが動かした社会というのも実際うまくいっていないというのはニュース等を見れば
分かるだろうし、そのようなものを含めて肯定できるいうことですか。 
岩下：そのような世の中でも人が生きているということです。生きている人たちがいるというこ
とです、自分自身を含めて。そのことを丸ごと肯定できるということです。 
鈴木：難しい。 
岩下：そうです。そのことは、身体というものを慈しむということから出てくる、生まれてくる
のだと思います。身体を否定してしまったら、きっとそのような肯定的なことは何一つ生ま
れてこないのではないかと思います。 
鈴木：自分を大切にするということは他人を大切にするということでもあります。 
岩下：そうですね。つながると思います。またこの冊子のお話になってしまいますけど、自分で
言うのも何なのですが、美しい（笑）エピソードがあります。月に照らされたうんぬんの、
一夜のことです。その前は本当にもう世界なんか壊れてしまえばいいのだというような気持
ちで生きていたのです。肯定などではなく、全くその逆です。全否定のようなところで生き
ていました。そうやって生きていると、自分がどんどん追い込まれていきます。自分が生き
る場所がなくなっていきます。 
鈴木：バンドでギターを弾かれていたのですね。 
岩下：はい。 
鈴木：それで、おまえのギターは叫んでいるとか。 
即興ダンスワークショップ「イメージと動き」 
 
 141 
岩下：友達に言われました。 
鈴木：だから、結局は自分だけでやっていたということなんですよね。 
岩下：そうです。自分だけでやっていて、わぁっと自己主張していただけだったのです。それ以
外の何物でもなかったです。 
鈴木：岩下さんは他者の存在を前提条件として踊られますね。 
岩下：そのときは、その他者がまだいなかったということでしょう。だから、ここにも書いてあ
りますけど、エレキ・ギターでとても大きく汚い音を出していたのです。それはもう、ひど
い騒音そのものでした。あるとき、一年後輩のドラマーがたまたまいたので、無理やり私の
演奏相手をさせてしまったのです。その人も最初は一生懸命たたいてくれていたのですが、
そのうちに、はっと気付くと、叩いていた彼がいなかったのです。 
鈴木：もうやっていられないとか。カップリングしろよと。 
岩下：そうです。そういうことがあってどんどん生きづらくなっていって、結局は自分の部屋に
引きこもっているような感じになってしまいました。 
鈴木：部屋にこもられるという性格ではないと思いますが。 
岩下：こもっていました。ここにも書いたように、ごみ屋敷になっていました。 
鈴木：その後は、つくば市の喫茶店でソロを踊られるのですよね。 
岩下：そうです。そのごみ屋敷状態を脱してから優に半年以上はかかりました。身体がもう踊れ
る状態ではなかったのです。それをほぐしていくのにとても時間がかかりました。だから、
今日のようにゆるゆるとしたやり方は、私にとっては非常に意味があります。いきなり急に
はできません。少しずつしか自由になりません。誰よりも私自身がそうでしたので。それが
「少しずつ自由になるために」の所以です。 
鈴木：具体的な話になりますが、どういうふうにほぐされていたのですか。 
岩下：今日やったように、ごろごろするとか、ぶらぶらするとか。 
鈴木：その前に山海塾にいらした訳ですよね。 
岩下：はい、少しだけ山海塾に。ですが、その時代からもギャップがあるんです。そこで人生が
いったん終わってしまったような時があって。とても大げさな言い方ですけど。 
鈴木：それは大学生のときですか。 
岩下：大学はもうやめていました。大学を卒業できなかった落ち込みもありました。 
鈴木：ご自分でソロを喫茶店で踊られるまでの間をどのように捉えられていますか。 
岩下：あの晩、アパートの部屋でそれまでの人生が自分の中ではいったん終わったのです。実際
は終わってはいないのだけれど。非連続の連続でしょうか、非連続になりました。で、また
そこから始まって、そしてその喫茶店で踊りました。 
鈴木：その後、湖南病院という、いろいろな障害を持つ方々のいらっしゃる所でダンス・セラピ
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ーを始められた。 
岩下：精神障碍の方々対象のダンス・セラピーの試みです。 
鈴木：動きにその人の人生がすべて出ると、舞踏家の人を観て私は思うのです。 
岩下：今振り返ってみるとそうかも知れませんね。他の人生は生きられませんから。自分の人生
しか生きられないから、結局そこに戻ってきます。 
 
学生 16：先ほど、岩下さんの映像作品を見た際に、エレベーターに乗って、階段から出てくるよ
うなシーンがありました。そこで私は、人々を自分に引き付けるだとか、楽しませるような、
エンターテインメント性のようなものをそこに感じました。岩下さんのダンスにもそのよう
なエンターテインメント性のようなものはありますか。 
岩下：あなたのおっしゃるエンターテインメントを、どのように考えたらいいのか分かりません
が。 
学生 16：人々を楽しませる。 
岩下：楽しませる…エンターテインメントをされている方々には失礼かもしれませんが、あのよ
うな楽しませ方が私にはできないので、私なりの楽しませ方でしょうか。それは、文句なし
に楽しいとかおかしいとか泣けるとかいうようなものではなくて、これは何だろう？という
ような、そんな不可思議なものへの興味を抱いていただけるようにすることだと思います。 
鈴木：岩下さんは大体、人の動きの中に入っていくとか、そういうことをよくされますよね。そ
れもエンターテインメント性に通じるものだと思います。ダンサーによって客席をどう見て
いるかという点で結構違いがあって、客席は暗闇だという人もいますし、周辺の客席を見て
踊っている、全体を見て踊っているという人もいます。 
岩下：そうです。踊り手によって、踊り方も観客論も違います。 
鈴木：屋外で踊る場合はもっと顕著に特徴が出ると思います。以前屋外のイベントで、岩下さん
が商店街のなかをずっと踊りながら移動するのですが、歩いている人にいきなり絡んでいく。
その歩いている人、周囲の人々はびっくりしてしまうのです。 
岩下：当然です。 
鈴木：絡みが一番大きく深かったのが岩下さんだと私は思っています。 
岩下：あのときはそれぐらいのことをやっていましたから、逆にがつんと殴られてしまうことも
辞さず、という気持ちでした。 
鈴木：辞さずにそれをやったのですか。 
岩下：はい。実際に昔、あのようなことをやって一回殴られたことがあります。それは至極当然
です。私を全くご存知ない方に、いきなり至近距離で関わっていく訳ですから。 
鈴木：先ほどのことともつながるのかもしれないのですが、他者との関わりというものには強い
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思いというのがあるということですか。 
岩下：そうみたいですね。 
鈴木：観客を暗闇だと言っている人の踊りと、観客に対して積極的にカップリングする人の踊り
とでは随分質が違うものだと思います。 
岩下：今日初めに、客席の最前列、しかもセンターに寄って座っていただいたのはそのためです。
ここにいらっしゃる人々を身近に感じたかったからです。まずそのことによって踊りが生ま
れてきます。遠くに離れていると、今日の場合は少し違うのです。それが暗闇との違いです。
本当は舞台前面のここに座っていただこうかと思いましたが、あまり座り心地が良くなさそ
うなのでやめました。最前列だったら、きっとゆったり観ていただけるのかなと思いました。 
鈴木：しっかりカップリングできるだろうと。踊りを拝見していると、岩下さんの動きが自分の
身体の中に入ってくるので、私はそれが醍醐味だと思います。 
岩下：お客さんは疲れると思います。体調が悪い時は観るのも本当にしんどいだろうと思うこと
もあります。 
鈴木：お客さんの調子が悪いときに岩下さんが強く入っていくと。 
岩下：殴りたくなる、蹴飛ばしたくなることもあると思います。 
鈴木：開いている人は受け入れてくれるでしょうけど、少し閉じている人は受け入れないかもし
れません。 
岩下：即興ですから、完成された作品と違うところはそこにあります。オーディエンスがいない
とこれはできないのです。しかも、オーディエンスが積極的、能動的に即興の公演に関わっ
てくれないと成立しないということがあります。デレク・ベイリーという、即興の鬼と呼ば
れていたギタリストが、生前、「演者 50パーセントと観客 50パーセントで一緒に作りあげ
るものが即興だ。だから、これは少数派でなかなか広がっていかない」というようなことを
言っていたようです。エンターテインメントにならないという理由は正にそこにあるのです。 
鈴木：ダンサーも十分開いていないとできませんから。 
岩下：そのような条件が全て満たされた即興公演は、実に少ないですね。 
 
学生 17：河本先生の質問にもあった技術の話です。踊りをしていて途切れてしまったときに、い
わゆる常套句の姿勢を使って、立て直すという形で常套句の使用があるのですか。 
岩下：先にも申しましたが、それはやりたくないのです。やりたくないのだけれど、不本意なが
らもやってしまうときがあります。 
学生 17：あとは、床に寝転がっているときから立ち上がるときに不連続点があるという話だった
と思うのですが、そのときの不連続性というのは、力の流れがあり。 
岩下：そして、途絶えてしまう。 
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学生 17：途絶えてしまい、でも、ひょいと立ち上がるということは自分の意思で、よし立ち上が
ろうとか、力の向きを変えるぞというふうに語りかけて立ち上がる訳ではないという感じで
すか。その力が途絶えて、なおかつ。 
岩下：それで、こうやって、よし、えいっ！という感じでしょうか。えいっ！と言って、もう跳び
越えていますが。跳び越えてしまっています。その前にこう来て、あれ、どこに行ったらい
いのかな。道がないんです。そこで、えい！とやると、ぴょんと跳んでしまって、また始め
られるのですが、その間は全然つながっていません。離れています。そんな感じです。 
 
学生 18：同じイメージや情動が起こって、それを救出するような心の働き等が起こることはあり
ますか。要するに、「自分が踊っているときにイメージを拒絶する」と先ほど言っていた。 
岩下： 今日、踊り始めたときに、右に行こうかなというのが最初に来てしまったのです。それ
は違うなと思ったら、ぽんと左に行ったのです。右に行こうとする自分を拒絶しました。そ
の感覚はありました。一瞬先に思考が入ってしまったのです。で、これは違うと。そして、
初めに転がってしまったから、今日は寝そべった姿勢がやや多かったと思います。どういう
状態で始まるかというのが、かなり後の流れを決めていくのです。最初、右を拒絶した後は、
左に倒れて、これはいいが、さっき、おまえ、一瞬考えただろうと。 
鈴木：結構自己反省が入りながら踊られていたのですか。 
岩下：そうです。始まりとこてんとなった後以外は、それほどでもありませんでしたが。 
鈴木：不連続というのは入らざるを得ないということですね。 
岩下：そうです。必ず来ます。 
鈴木：情動とはまた別に、喜怒哀楽のような感情というのは絡みませんか。 
岩下：たまに出てきます。それが常にある訳ではありません。また、喜怒哀楽に分けられない感
情のようなものが出てくることもあります。 
鈴木：それは環境に左右されるとか。 
岩下：そこで起こっていることに様々に左右されます。一番影響されるのは、お客さんが帰って
しまったりすると、ああ、と。 
鈴木：少し悲しみが出てくる。 
岩下：そう、少なからず。でも、それはまたその後で生きてくる。 
鈴木：それは素直な踊りです。 
岩下：お客さんが帰ってうれしい人はいませんからね。 
鈴木：ではこれで質問を終わります。岩下さん、今日はありがとうございました。 
岩下：ありがとうございました。 
